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分割表に対する      までの多重比較法

















定を用いて多重比較が行えることを示した。その中でさらに詳細に検討するために    ま
での分割の可能性を示唆したが，具体的な検討は行っていない。




つの要因    はそれぞれ  個の尺度で分類されており， 
 














以上を表にまとめると表 のようになる。これが 次元の    分割表である。つの





















































































のかが知りたいことであるが，本論文では最終的に    の部分分割表の交互作用をつき
とめることを目標とする。
ただし，部分分割表とは元の分割表で特定の列や行を抜き出して構成したもののことである。
抜き出した行が   	
 
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        で，列が   
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 分割表の      までの多重比較法
松田 において，次のように行と列の同時分割を場合分けした。
" 行と列の分割についてのみ関心がある場合

















手順   有意水準  を定める。
手順  全体を有意水準  で検定する．棄却されなければ，すべての部分分割表は独立であ
るとして手順を終了する。
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手順  行の番号から構成される大きさ 以上の部分集合 
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手順        とする。（      に対応する仮説は全体であり，棄却済み）















   

   

（このとき，   はそれぞれ  番目以降， 番目以降にしかないことに注意する。）
手順     ならば (  を新しく  とおいて手順 に戻る。   のとき，   な






















具体例をあげてみる。以下の表 は    の分割表での分布の基準となる確率である。
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.
計 ..  .. 
この例ではベースの確率は であり，ベースから変えたセルは  と  であ



















手順   有意水準  を定める。
手順  分割表の大きさ  とセルのパターンを決め，セルのパターンの合計  を求める。
手順  乱数の基準となるベースセルの平均 

を決める。
18 ???に?する 2?2 までの?????





と  から理論総数   

を計算する。













ベースのセルを ，ベースの 倍のセルを として表示する。
























 大きさ の表 
 
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 大きさ $の表 
 
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 大きさ .の表 

 
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は   とした。
   結果と考察




すべての帰無仮説に対して誤って一つでも棄却される確率を /0  と表記し，   の部分
分割表のすべての帰無仮説に対して誤って一つでも棄却される確率を      と表記した。
この表から次のようなことが分かる。
 全体で帰無仮説が成り立っている場合の /0 の値より予測誤差は . ぐらいで
ある。（表中には誤差の 倍を基準に $ より大きい場合に1を付した。）
 行と列で  探索に切り替えたにも関わらず，大きさ $以上で全体での帰無仮説が
成り立たずにいくつもの錯綜した帰無仮説が成り立つ場合，/0 では有意水準が守
れない。




きさ $まで保つように見える      でもここで調べた以外のセルのパターンで破綻して
いる可能性が否めない。
20 ???に?する 2?2 までの?????
表  シミュレーション結果 


























































































































































































































































































































パターンを 回ほど生成させたところ結果として大きさ の場合と大きさ $の場合で
初期に設定したセルのパターン以外で実質有意水準が上がると思われる以下の候補が見つ
かった。
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表 . シミュレーション結果 




















 大きさ $の場合，有意水準をできるだけ正確に守るためには            
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